
大
正
閥
単
一
ハ
月
二
寸
一
日
目
南
=
~
種
競
艇
物
認
可
(
毎
月
一
同
一
日
四
五
ぽ
)

ー-~司グL 圭i!=- .1~; ヨ..11団 E冒辛子電車E 日

欝

曙

担

語

醐

可

坐

恵

満
洲
園
税
制
及
其
批
判
・
・
・
・
・
・
・
・
・
法
盟
主
博
士
紳
戸
正
雄

時
差
説
費
書
・
・
・
・
・
・
圃
・
・
・
・
・
・
・
丈
島
平
博
士
高
田
保
馬

舶
肢
過
剰
問
題
の
意
義
。
・

0

咽

市

咽

ゆ

'
v

経
章
博
士
小
島
昌
太
郎

臨

阿

論

醐

沿
岸
漁
業
者
問
題

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
a

怪
湾
宇
土
峰
川
虎
一
二

朝

間

内

九

剛
一
州
問
一
一
川
知
刀
政
府
貸
上
金
ド
駅

hvτ

・
・
-
粒
尚
早
士
松
岡
孝
臼
ん
口

線
瞳
経
済
三
個
別
経
済
・
・
・
・
・
・
・
・
経
済
皐
士
大
塚
一
朗

幕
末
の
財
政
素
乱
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
経
涛
果
士
大
山
敷
太
郎

日
げ
戸
川
統
一
貸
借
封
照
表
に
つ
い
て
・
・
・
・
空
立
士
熊
本
吉
朗

競

苑

矯
替
相
場
嬰
動
の
原
因
に
つ
い
て
・
・
・
法
撃
士
正
井
敬
失

企
業
珠
算
制
度
の
米
圏
内
功
現
状
・
・
-
経
済
一
事
士
山
本
安
失
郎

ズ
ル
タ
ン
氏
の
岡
家
牧
入
論
・
・
・
・
・
・
経
済
間
半
士
大
谷
政
敬

ゾ
ン
バ
ル
ト
教
授
の
百
貨
底
観
・
・
・
・
樫
湾
皐
士
堀
新
一

附

録

新
着
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題



ゾ

ン
バ
ル
ト
教
授
の
百
貨
底
観

堀

新

ソ

Y
バ
ル
ト

ロ
プ
旦
一
切
符

z
c
m

教
授
の
百
貨
庖
視
を
主
と
し
て
彼
。
論
交

(3mm
話回弓・

2LO
書

r
r
E
r
g
-
"
z
m
n
r
s
N
i
z
-
T
E
)
に
依
ヲ
て

第

十
五
巻

四
四
九

第
三
貌

一
五



ヅ

Y

バ
ル
ト
教
授
の
百
貨
底
観

考
察
し
て
見
た
い
。
本
論
文
は
我
圃
に
於
て
も
二
三
白
人
以
に
よ
り
引

用
さ
れ
て
居
る
。
然
し
そ
の
全
面
的
紹
介
は
未
だ
な
さ
れ
て
居
な
い
。

ゾ
ン
バ
ル
ト
教
授
は
先
づ
百
貨
庖
白
木
質
を
定
め
る
に
営
ワ
て
、
百

貨
底
費
生
前
白
小
賀
商
白
情
惑
に
一
瞥
を
奥
っ
そ
の
封
版
物
と
し
て

現
代
田
百
貨
底
を
見
た
。
そ
し
て
彼
の
研
究
白
線
て
を
一
貫
す
る
も
白

は
、
経
縮
問
精
紳
・
経
盤
情
態
・
版
責
技
術
白
=
一
方
面
を
遁
じ
で
凡
た
る
経

済
事
象
的
一
歴
史
的
統
一
的
把
握
で
あ
る
。
彼
は
百
貨
底
の
容
立
際
件
に

就
て
も
考
案
し
て
ゐ
る
。
然
し
そ
れ
は
資
本
主
義
企
業
一
般
の
存
立
保

件
に
外
な
ら
な
V
O

私
は
以

F
こ
の
順
序
に
従
つ
亡
彼
の
見
解
E
A
t同
日

ナ
る
事
に
ナ
る
。

百
貨
底
設
生
前
の
小
賢
商

(
一
)
経
済
精
神

精
神
は
、
他
の
手
工
業
の
そ
れ
と
同
じ
〈
、
生
計
の
資
を
得
ん

こ
の
時
代
の
小
責
商
の
経
済
活
動
の
基
本

と
の
考
古
o
E
2
仏
当

Z
F
Eロ
開
)
に
外
友
ら
友
か
っ
た
。

カミ
の

N
Z
口
出
制
度
の
如
き
も
と
の
精
一
刊
の
表
現
に
外
た
ら
友
い
。

全

て
の
経
済
活
動
は
身
分
担
感
の
生
計
の
範
園
に
悶
定
さ
れ
て
居

た
o
販
路
及
び
債
格
の
一
定
は
官
時
の
営
業
上
の
一
大
原
理
で

あ
り
、
之
を
破
る
事
は
法
律
上
道
徳
上
禁
ぜ
ら
れ
て
居
た
。
顧
客

争
奪
・
償
格
の
吊
上
引
下
・
管
業
廃
告
は
総
て
非
難
す
べ
き
も
の

と
考
へ
ら
れ
た
。
静
的
固
定
的
経
済
が
営
時
の
一
般
的
経
済
活

第
三
十
五
巻

四
五

O

第

披

五

動
を
支
配
し
て
居
た
の
で
あ
る
。

(
ニ
)
経
替
情
態

と
の
時
代
の
小
賀
商
の
経
笹
情
態
も
、
上

述
の
手
工
業
的
経
済
観
念
に
基
い
て
定
め
ら
れ
る
。
そ
の
粧
品
凸

は
一
般
に
小
さ
〈
、
そ
の
大
き
さ
は
皆
一
様
で
あ
る
。
使
用
人

の
数
も
少
左
い
。
従
っ
て
使
用
人
企
経
替
者
の
関
係
は
、
手
工

来
的
家
族
的
関
係
で
支
配
さ
れ
て
居
た
。
小
僧
は
番
頑
に
番
頭

は
主
人
に
昇
進
の
遊
も
開
け
亡
居
花
。
一
見
に
開
剛
容
と
販
一
留
者
閣

に
も
と
の
人
格
的
関
係
が
支
配
し
た
。
そ
し
て
之
は
或
意
味
で

は
百
貨
庖
の
起
源
と
も
見
得
ら
る
L
十
八
世
紀
の
賛
津
商
品
に

も
ほ
ピ
安
富
す
る
所
で
あ
る
。

営
時
の
商
業
敬
科
書
は
各
人
の
才
時
個
性
に
依
り
個
別
教
育

を
ほ
ど
乙
す
べ
き
事
が
記
載
さ
れ
て
居
る
。
商
品
の
償
格
も
顧

容
に
依
り
臭
っ
て
居
た
。
叉
乙
の
人
格
的
関
係
は
そ
の
取
扱
商

ロ
聞
に
も
見
る
事
が
出
来
る
。

と
の
一
時
代
に
小
寅
商
は
夫
冷
専
門

庄
に
分
化
し
た
。
然
し
そ
の
商
品
配
合
法
は
販
賢
者
の
便
宜
観

に
基
い
た
も
の
で
、
あ
ら
ゆ
る
使
用
目
的
の
商
品
を
一
屈
に
集

合
し
た
。

い
ま
営
時
の
専
門
商
の
取
扱
商
品
を
分
類
し
て
見
る
と
山
評

Snltan， A. a. O. S. 5・3・ Bemerkung・ (G.Calme 円 Volksw剛 Theorieder Sta-
atsausgaben・“)
Sultan， Staat.!ieinnahmen， Beitrage zur Finanz .~"..i~;seIlschaft r. 
Vgl. Max Sche1er， " ProLle皿 e einer Soziologic: cl. (;~S Wissens“in .， DJe ¥Niss .. 
ensformen und die Ge.ellscb.rt “Leipzig 1926 
Vgl. Sn]!."， A. a. O. S. 2. 1. Bemdl，"ng. 
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量
商
品

(
E
E
3
5
)
間
評
尺
商
品

(
E
2
5
5
)日
間
評
数
商
品

(者
E
E
L
S
え
E
n
f
N
P
E
g
)
削
古
物
商
品
(
〉

1
5
2
)
と
た
る
。

そ
し
て
、
乙
れ
等
の
分
類
の
基
本
原
理
と
し
て
作
用
す
る
の
は
、

ω生
産
物
の
素
生
(
例
へ
ば
内
外
ロ
聞
の
別
)
間
生
産
の
揚
所
(
例
へ

ば
支
那
ロ
岡
・
伊
大
別
品
)
間
生
産
部
門
(
例
へ
ば
絹
物
・
ガ
ラ
ス
品
)
の

ニ
で
あ
る
。

そ
乙
に
は
未
だ
高
度
資
本
主
義
時
代
に
見
る
合
理

的
非
人
格
的
配
合
法
は
表
は
れ
て
居
友
い
。

「
一
-
一
)
版
寅
技
術

山
一
回
同
時
の
版
実
技
術
は
頗
る
幼
稚
な
も
の
で

h
'
J
'
1
7
E
'
I
b
4

〉

V

L

r

h

h

t

n

i

変
〈
抗
言
者
蓄
を
引
pa
著
も
お
七
釦
じ

fhd

ト
H
U
仲

K
T
R

“μ

芳
K
J
H
Z
釘
を
晶
Z
E

す
る
様
左
事
も
た
〈
、
底
は
何
時
も
小
さ
く
噌
〈
冬
は
寒
か
っ

た
。
飾
窓
の
如
き
も
勿
論
た
か
っ
た
。
暗
さ
が
底
の
内
外
を
支

配
し
た
。
秘
密
債
格
主
義
日
。
そ
し
て
『
商
人
秘
滑
帳
簿
の
附

け
方
』
は
、
嘗
時
の
商
業
教
科
書
が
幾
章
も
振
営
て
た
重
要
事
項

で
あ
っ
た
。

一一
百
貨
庖
の
本
質

百
貨
応
の
本
質
は
之
を
前
述
の
前
期
資
本
主
義
時
代
の
小
賓

商
と
封
比
せ
し
め
る
事
に
よ
り
、
最
も
よ
〈
了
解
出
来
る
。
何

JY
ン
バ
ル
ト
教
授
白
百
貨
庖
親

故
友
ら
ば
、
百
貨
底
は
高
度
資
本
主
義
時
代
の
純
粋
典
型
の
一

で
あ
れ
少
、
前
期
の
小
寅
商
形
態
と
は
全
く
封
勝
的
地
位
に
立
つ

も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

(
一
)
経
済
精
紳

高
度
資
本
主
義
時
代
に
於
て
は
、
あ
ら
ゆ

る
経
済
活
動
の
基
本
精
榊
は
純
資
本
主
義
的
で
あ
り
、
利
潤
獲

得
が
そ
の
最
高
動
機
で
あ
っ
て
、
前
代
の
如
く
生
計
の
資
を
得

ん
と
す
る
震
で
は
た
〈
左
っ
た
。
資
本
主
義
的
企
業
の
勃
興
、

と
の
精
神
の
具
躍
的
表
現
で
あ

株
式
曾
枇
の
創
設
等
の
如
昔
、

i】

ι
〉

卜

h
T
H
k
t
u
-
-
亡
〉
J

れ
い
f
r
i松
山

r
h
r
M
q
h
f
1

一d

U

/

一回
EA
司
伯
、
-
一
ヲ

b
t
τ
一一ゴ

ι
v
d
A
J
J
r
h
v
吋

A
I
i
Bイ
i
，T
A
-
-
M
a

、
t
1
3
t

ば
百
貨
庄
に
於
て
は
、

こ
の
最
高
目
的
に
趨
ナ
る
あ
ら
ゆ
る
方

策
が
と
ら
れ
る
。
販
路
損
張
・
因
習
打
破
・
経
済
的
合
理
化
、

そ
し
て
廉
慣
多
賀
(
自
の
百
日
Z
E
E回
目

Q
g
m
5
5
5号
)
は
百
貨

底
の
最
も
重
要
な
一
の
モ
ッ
ト
ー
と
た
っ
た
。
生
産
費
減
少
ゐ

よ
ぴ
資
本
国
特
促
進
の
た
め
に
す
る
大
量
仕
入
・
直
接
購
入
・
休

日
大
貸
出
し
等
、
今
日
百
貨
底
に
用
ひ
ら
る
L

種
々
の
偉
業
政

策
も
こ
の
基
本
精
神
に
印
し
て
考
へ
る
と
き
始
め
て
十
分
に
了

解
出
来
る
。
販
路
損
張
は
必
然
的
に
「
競
争
L

を
生
む
。
そ
し
て

今
や
庚
告
は
百
貨
庖
経
替
の
生
命
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
販
路
の

、
第
三
十
五
血
管

第
三
波

四
五

一
五
三

伊jへば松岡横三著.ヂ.I，G_トメントストア、 ro頁以下。平井泰太郎氏、百貨
底形態の性質(経替経理野柄究第七冊)
たとへばプレスロ m・の如き都市に於てす ;:'18β年に 5，8人四企業者に封して
818人D被雇傭者が存在したに過さな :~I:. .った。

1) 

2) 



ゾ

y
パ
ル
ト
教
授
の
百
貨
盾
税

固
定
が
要
求
さ
れ
顧
客
争
奪
が
道
徳
上
法
律
上
厳
禁
さ
れ
て
居

た
前
代

l
静
的
経
済

E
P
E
R
-
E
5『

z
n
y
n
S
)

の
時
代
に
は
見
得

ぎ
る
と
の
時
代
の
本
質
的
一
現
象
で
あ
る
。

(
-
一
)
経
管
情
態

百
貨
屈
の
経
営
情
態
も
前
蓮
の
基
本
精
神

に
よ
り
定
め
ら
れ
る
。
と
れ
に
三
つ
の
傾
向
が
あ
る
。
膨
脹
傾

向
の
外
商
的
表
現
た
る
川
粧
品
凸
抜
大
の
傾
向
及
び
之
と
席
別
せ

{コ
・7
-:;，l 

lkl 
粧
す抄
Jfと

C') 

f曜l
!日l

L 

ifii 

1明

向
に
就
て
は
グ
ン
バ
ル
ト
教
授
は
寧
ろ
消
極
的
見
解
を
持
し
て

居
り
之
は
ま
た
屡
々
問
題
と
な
る
所
で
あ
る
。

以
上
は
突
に
漣

ぺ
る
間
合
理
化
傾
向
と
共
に
資
本
主
義
時
代
の
一
般
企
業
に
共

通
の
傾
向
で
あ
る
。
然
し
百
貨
底
に
於
て
は
一
見
に
同
商
品
新
配

合
の
傾
向
が
あ
る
。
既
に
述
べ
た
如
く
前
代
の
小
賀
商
は
、
販

資
者
の
便
宜
に
よ
り
商
品
の
配
合
分
類
を
行
っ
た
が
と
れ
に
針

し
て
十
九
世
紀
の
頃
か
ら
一
つ
の
新
傾
向
が
生
れ
た
。
購
買
者

の
便
宜
の
た
め
邸
ち
使
用
目
的
叉
は
需
要
の
碗
黙
か
ら
4

な
さ
る

L
配
合
法
乙
れ
で
あ
る
。
之
を
最
初
に
用
ひ
た
の
は
往
年
の
費

津
商
品
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
一
方
に
軍
一
需
要
商
と
し
て
護
展

し
つ
L
他
方
に
各
種
の
商
品
を
一
経
営
の
も
と
に
集
め
て
居
る

第
三
十
五
巻

一
五
四

四
五

第

務

の
が
現
代
百
貨
屈
の
姿
で
あ
る
。
即
ち
前
代
の
混
合
商
を

R

斗

『
巾
由
。
、
、
と
せ
ば
近
代
の
進
化
せ
る
専
門
商
は
そ
の

E
V
D
E
』吋
r

g
t
で
あ
り
百
貨
居
は
よ
ぜ
ロ
H
F
2
0
3

と
し
て
考
へ
る
事
が
出

来
る
o
夏
に
進
ん
で
こ
れ
等
の
傾
向
の
根
抵
た
る
先
漣
の
合
理

化
傾
向
ま
た
は
非
人
格
化
傾
向
に
就
て
一
瞥
し
よ
う
。
と
の
非

人
梅
化
傾
向
は
三
方
面
に
就
て
見
る
事
が
出
来
る
。
川
販
費
者

¥i責
若手

~) 

IM~ 

t長
時
ド昨
日~t

fm 
0) 

rM~ 

J
{
f
f
-

m即
携
帯
と

商
品
と
の
関
係
。

我
等
は
今
や
往
年
の
小
責
庄
陀
於
け
る
如
く
、
百
貨
庄
の
底

頭
に
そ
の
主
人
を
見
出
す
事
は
出
来
ぬ
。
否
や
が
て
監
替
者
責

子
す
ら
も
底
先
か
ら
そ
の
姿
を
消
す
時
代
が
来
る
で
あ
ら
う
。

そ
し
て
た
ピ
幾
千
と
い
ふ
数
字
の
み
が
客
に
接
す
る
。
前
代
の

経
管
内
部
に
見
た
家
族
的
闘
係
も
今
や
消
滅
し
た
。
主
人
は
白

分
の
使
用
人
を
、
使
用
人
は
多
〈
の
他
の
使
用
人
を
見
知
ら
左

ぃ
。
成
程
繭
利
培
準
施
設
も
あ
る
が
、
其
は
決
し
て
往
年
の
親

密
友
関
係
を
回
復
す
る
も
の
で
は
友
い
。
商
品
が
交
換
償
値
の

開
現
物
と
し
て
よ
り
意
味
を
持
た
ぬ
現
代
に
於
て
は
、
主
人
・

監
督
者
・
賀
子
が
何
等
商
品
に
愛
着
を
持
た
な
い
事
は
勿
論
で

例へば松田慌三氏、百貨底の地方選出(企業経掛j~~大巻第四披)3) 



あ
る
ョ
非
人
格
化
傾
向
日

と
れ
は
と
の
時
代
の
百
貨
底
経
管

の
線
で
を
貫
い
て
居
る
。

(
一
-
一
)
販
寅
技
術

現
代
百
貨
庄
の
販
寅
術
は
大
衆
の
前
に
商

口
聞
を
解
政
す
る
事
に
あ
る
。
『
よ
り
明
る
〈
』
1

こ
れ
乙
そ
百

貨
底
の
内
外
に
遁
十
る
版
賓
の
最
高
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
。
拡
大

た
明
い
建
物
は
往
年
の
薄
一
暗
い
底
舗
に
代
っ
た
。
定
償
表
自
由

選
探
主
義
が
前
代
の
秘
礎
的
情
質
的
販
諸
民
法
に
代
っ
た
。
そ
し

て
機
機
化
・
自
働
化
。
非
人
械
化
"
現
金
制
度
砕
す
の
所
謂
明
い
販

責
は
往
年
の
一
階
い
版
賓
法
を
駆
逐
し
、
販
寅
術
に
一
大
革
新
を

鷲
ら
し
た
。

百
貨
底
の
存
立
候
件

百
貨
庄
が
高
度
資
本
主
義
時
代
の
一
典
型
物
た
る
事
を
知
ら

ば
、
そ
の
存
立
僚
件
も
ま
た
容
易
に
之
を
知
る
事
が
出
来
る
。

乙
れ
等
の
僚
件
が
充
さ
れ
た
の
は
、
士
九
世
紀
に
入
っ
て
か
ら

で
あ
る
。
そ
し
て
我
等
が
百
貨
屈
の
起
源
を
見
た
の
も
亦
寅
に

と
の
時
代
で
あ
る
。

(
一
)
資
本
主
義
的
企
業
譲
展
の
一
般
的
傑
件

資
本
主
義
的

ゾ
ン
バ
ル
ト
白
百
貨
庖
槻

企
業
譲
展
の
一
般
的
保
件
は
同
時
に
資
本
主
義
下
の
一
存
在
物

た
る
百
貨
屈
の
存
立
保
件
を
友
す
。
と
れ
に
三
あ
る
。

(
イ
)
大
資
本
の
存
在

百
貨
屈
の
存
立
に
は
先
づ
こ
れ
に
必

要
左
大
資
本
の
存
在
、
そ
の
前
提
と
し
て
の
枇
舎
の
寓
の
培
大
・

資
本
の
集
合
分
配
管
理
の
潟
め
の
金
融
機
関
及
び
株
式
曾
枇
の

如
き
資
本
集
中
の
方
法
の
確
立
が
要
求
さ
る
』
。
(
ロ
)
有
能
な

る
経
営
者
及
指
導
者
の
存
在

近
代
企
業
に
必
要
な
る
専
門
家

版
資
人
財
政
家
の
う
ち
今
日
の
百
貨
屈
に
は
後
の
二
者
が
存
在

す
之
c

(
引
)
掛
働
階
級
mUJ

有
松

m
L
L
A
i
t
4
h
f
J
k
l
 

」
ー
す
ノ
甘
南
ド
方

V一

y
;ノ
I
n
v

増
加
及
び
経
済
情
態
の
蝿
変
化
に
基
く
失
職
者
の
増
大
は
、
乙
の

要
求
の
充
寅
を
容
易
な
ら
し
め
た
。
特
に
今
迄
食
卓
の
準
備
や

家
内
工
業
の
手
助
-
を
し
て
居
た
女
子
が
、
雌
労
働
市
場
陀
表
は
れ

て
古
川
た
事
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
何
故
一
な
ら
ば
女
子
持
働
を

最
も
多
〈
要
求
す
る
の
は
百
貨
底
で
あ
る
か
ら
。

一
九
二
五
年

の
統
計
で
は
、
濁
逸
百
貨
底
持
働
の
七
三
、
六
%
が
女
子
第
働

で
充
さ
れ
て
居
る
。

二
一
)
生
産
技
術
の
準
歩

生
宜
伸
技
術
の
進
歩
は
、

一
方
に
出

来
合
的
慣
習
的
商
品
の
販
賓
を
培
大
ず
る
を
得
し
め
‘
他
方
に

第
三
十
五
血
管

四
五
三

五
五

第
三
競

普通百貨底D起源は1852年フランスの lヨunMarcl吋とされて居る (Nystrom;
Economic..<;. of RetaiJi時 V.1. 127貰)
松田慣三著、デパートメントストア、 101-.-17頁)
都市と百貨庖の閥係に就ては Doub田 anand VVhitaker， Departlnent Stores.， 
p. 10 以下に詳しい。平井泰太郎氏、百貨庖の現在及び将来(圃民経済雑誌
第五十巻第一蹴)

4) 

5) 
b) 



ゾ

y
バ
ル
ト
教
授
の
百
貨
庖
貨

建
築
術
の
進
歩
を
促
し
た
。
夏
に
鋼
錦
・
ガ
ラ
ス
工
業
の
進
歩

も
、
百
貨
屈
の
重
大
友
存
立
僚
件
を
左
ナ
。
若
し
今
日
の
百
貨

庇
か
ら
、
か
の
斑
大
在
建
物
・
華
麗
友
飾
窓
を
除
い
た
ら
‘
果
し

て
何
物
が
残
る
だ
ら
う
。

一-
x 
遁
及
び
都
市
の

後
展6)

銭
道
・
電
信
・
電
話
の
護
法

は
必
然
に
都
市
の
後
建
左
榔
馴
ら
す
。
そ
し
て
都
市
と
そ
ま
さ
に

百
貨
一
庖
の
剛
山
政
地

(EFEE-)
官
あ
る
の
交
通
機
関
の
技
法
は

更
に
郊
外
の
顧
客
を
も
引
付
け
る
事
が
出
来
る
。
各
種
郵
便
施

設
・
運
治
機
関
の
褒
達
も
百
貨
庇
の
存
立
を
助
け
る
こ
と
勿
論

で
あ
る
。

と
れ
を
要
す
る
に
、
我
等
は
百
貨
庖
を
高
度
資
本
主
義
の
一

嫡
子
と
し
て
考
へ
る
事
が
出
来
る
@
共
は
こ
の
時
代
の
本
質
と

も
云
ふ
ぺ
き
あ
ら
ゆ
る
特
質
を
具
有
し
て
ゐ
る
。
百
貨
底
の
存

立
僚
件
も
之
に
基
い
て
考
へ
ね
ば
な
ら
む
。
夏
に
百
貨
底
に
闘

す
る
あ
ら
ゆ
る
判
断
も
亦
と
れ
に
基
い
て
潟
さ
ね
ば
及
ら
ね
。

勿
論
百
貨
屈
が
悶
一
胴
さ
る
ぺ
き
や
否
や
は
科
事
の
関
知
す
る
所

に
非
や
と
す
る
も
、
そ
の
現
欣
・
将
来
・
特
質
を
研
究
せ
ん
と
す

る
者
は
各
々
時
代
の
本
質
を
把
ん
で
、
と
れ
に
基
い
で
判
断
を

第
三
十
五
巻

四
五
回

第

披

一
亙
六

下
さ
ね
ば
左
ら
ね
事
は
云
ふ
迄
も
友
い
。

以
上
述
ぺ
し
如
〈
彼
の
百
貨
居
観
は
、
彼
の
歴
史
観
に
基
礎

を
あ
き
護
展
的
方
法
に
基
い
て
構
成
さ
れ
て
居
る
。
彼
は
百
貨

屈
を
一
切
の
関
聯
か
ら
切
離
し
て
考
察
し
よ
う
と
の
企
を
拠
葉

し
た
。
そ
し
て
資
本
主
義
の
設
展
的
聯
闘
に
置
い
て
即
ち
資
本

主
義
世
曾
の
一
機
構
と
し
て
の
百
貨
席
を
考
へ
た
c

其
庭
に
は

u
b
k
h
R
、J
'
h
九戸、
p

h

J

、h古
田

〉

均

M
M

日
ソ
:
、
，
A

ゐ

1

4

1

干
ν
ζ
J
4
F辛

2
1
1

ノイ句
E
N
V
〈

ι
f
r
J
t
、
l
L
削工
{ι
記
H
J泊
晶
l
J
3
H
泊
止
J

E
ヨ
泊
け

来
た
。
何
故
な
ら
ば
百
貨
庄
は
全
く
他
の
企
業
、
と
同
様
に
、
資

本
主
義
的
一
企
業
に
外
友
ら
な
い
か
ら
。
そ
し
で
資
本
宅
義
的

企
業
一
般
の
原
則
は
、
そ
の
僅
百
貨
庄
に
営
は
め
る
事
が
出
来

る
か
ら
。

か
つ
て
百
貨
底
に
不
景
気
な
し
と
豪
語
さ
れ
て
居
た
そ
の
百

貨
底
が
、
今
や
資
本
蓄
積
の
準
行
と
之
に
仲
ふ
民
衆
購
買
力
の

減
退
よ
り
来
る
牧
盆
減
少
の
事
貨
に
直
面
し
て
暗
い
で
居
る
姿

を
見
る
時
、
百
貨
屈
も
ま
た
資
本
主
義
企
業
の
外
に
超
然
た
り

得
ざ
る
事
を
痛
感
す
る
。
そ
し
て
其
庭
に
我
等
は
ゾ
ン
ペ
ル
ト

毅
授
の
百
貨
届
観
の
意
義
を
見
出
す
の
で
あ
る
。

前波仲子著/)、資mの新戦術17頁、松田慣三著、ヂパートメントストア 87貰
以下。
β本経、年報(昭和六年第二四半期第五輯)予 1'i9j言。
BoTIs Emtnet; 1JepartmenlstoTc怜 Cbapt~r 1 H"T<司

東祥経済新報、 1473務、我岡百貨腐の利盆霊宇佐昭和三年下期以来低下回跡。
ーかを辿る。
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8) 
9) 


